
広報編集委員
議員は選挙区内の方に、

答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
い等のあいさつ状を出すこ
とを禁止されています。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町
議
会
全
般
に
わ
た
る
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、広
報
編
集
委
員
よ
り
皆
様
へ「
議
会
活
動
」

や「
議
員
と
し
て
の
活
動
」に
つい
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
に
な
っ
て
、４
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。普
通
の
お
母
さ

ん
か
ら
議
員
に
な
る
こ
と
は
、私
に
と
って
、家
族
に
と
って
、と
て
も
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。

　
今
ま
で
傍
聴
席
か
ら
見
て
い
た
場
所
に
自
分
が
立
って
い
る
こ
と
に
、ま

だ
慣
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
、同
僚
議
員
と
話
し
合
い
な
が
ら「
こ
れ
か
ら

の
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
こ
と
」「
お
母

さ
ん
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」を
一つ

ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
１０
月
７
日
に
は
、広
報
編
集
委
員
と
し

て
勉
強
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。「
議
員
っ

て
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」と
思
って
い

た
の
で
、で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、皆

さ
ん
に
議
員
や
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
様
に
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　          

　
　
　
　
　 

K・S

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

表
紙
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コ
メ
ン
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12月10日（火）議案質疑
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質疑あれこれ
8人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！ 町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

　
９
月
１３
日
、社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。尾
張
豊
山
太

鼓
の
響
き
が
、お
祝
い
に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、と
よ
や
ま
D
E

な
い
と
の
楽
し
い
雰
囲
気
が
み
ん
な
に

伝
わ
る
よ
う
に
か
き
ま
し
た
。金
魚
を

上
か
ら
見
た
形
が
難
し
く
、何
度
も
か

き
直
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い
た
時

は
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。私
の
か
い
た

絵
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
は
っ
て
あ
っ
て

少
し
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
年
も
台
風
で
お
祭
り
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、来
年
の
と

よ
や
ま
D
E
な
い
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

磯
貝 

紗
蘭

い
そ
が
い

　 

さ

　ら

み
ん
な
の
大
好
き
な
お
祭

年賀状等のあいさつ状の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

P2～3間に合ったエアコン設置
（平成30年度決算）

ドンドン　ドドドン （関連記事P16）



間に合った  エアコン設置間に合った  エアコン設置

　歳入決算額は６６億７１２８万円で、２９年度に比べ１億１３９１万円、1.7％
減少している。自主財源の柱である町税は、個人町民税181万円、固定
資産税4187万円の増額となった。一方、法人町民税は6462万円の減額
となった。全体では、2540万円の減額となり、前年度より0.6％の減額と
なった。

町税 43億3454万円

総務費 12億442万円

民生費 20億2827万円

特別会計決算状況基金残高

平成30年度におこなった主な事業 歳入コメント

諸収入
2億5176万円繰越金

1億9897万円繰入金
1億8752万円

分担金 6227万円

使用料 9594万円

労働費
5万円

農林水産業費
9050万円

商工費
8663万円

公債費
1億5526万円

議会費
9478万円

土木費
6億9196万円

教育費
10億6104万円 国庫支出金

4億9558万円
国庫支出金
4億9558万円

衛生費
6億9263万円
衛生費
6億9263万円

消防費
3億1056万円
消防費
3億1056万円

県支出金
2億9673万円

財産収入他
2464万円

町債
9540万円

一般会計　歳入 66億7128万円一般会計　歳出 64億1610万円

交付税・
その他交付金
6億2793万円

交付税・
その他交付金
6億2793万円

◎平成31年3月末現在

▲あいち航空ミュージアム周辺で行われた
　自動走行実証実験

会計名
国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
介護サービス事業
公共下水道事業
合計

14億8978万円
2億 696万円
9億2313万円

334万円
6億9731万円
33億2052万円

財政調整基金
介護保険基金
子ども医療費助成事業基金
豊山町遺児高校入学祝金支給事業基金
教育施設整備基金
公共施設等保全整備基金

16億4298万円
1億2481万円
1522万円
186万円

4億3791万円
1億6400万円

平成30年度議長交際費 55,880円

学校設備整備事業　(エアコン設置など)
総合計画管理事業
自動走行実証実験
高齢者運転免許証自主返納支援事業

８億３１１３万円
８９０８万円
４１４万円
２６万円

14億5770万円
1億9867万円
9億1312万円

288万円
6億9174万円
32億6411万円

3208万円
829万円
1001万円
46万円
557万円
5641万円

賛成8反対1認定
賛成8反対1認定
全員賛成認定
全員賛成認定
全員賛成認定

歳入 歳出 差引 審議結果

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

前年度からの
持ち越しのお金

保育料など

国からの
補助金など

国からの
分配金など

借金など

県からの
補助金など

税金の賦課徴収、
防災などにかかるお金

ごみ処理、検診など
にかかるお金労働支援者など

にかかるお金

農業対策など
にかかるお金

道路整備など
にかかるお金

消防活動に
かかるお金

借金の返済に
かかるお金

議会の運営に
かかるお金給食、小中学校の施設

管理などにかかるお金

高齢者・障害者福祉、
保育園などにかかる
お金

商工業や観光
振興などに
かかるお金

９
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
第
３
回
定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
２０
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。財
政

健
全
化
判
断
の
報
告
、人
事
案
件
、条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、平
成
３０

年
度
決
算
、補
正
予
算
、意
見
書
の
提
出
な
ど
２９
議
案
が
上
程
さ
れ
、い

ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

◎万円で端数調整をおこなっています。

平成30年
度

一般会計
決 算

他会計からの
お金

3 とよやま議会だよりNO.1５０　令和元年11月１日とよやま議会だよりNO.1５０　令和元年11月１日 2
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〈
総
務
費
〉

自
動
走
行
実
証
実
験
の
評
価
は
。

参
加
者
８
割
の
方
か
ら
高
評
価
を

得
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業
の
収
支
は
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業
で
の
歳
入

は
１
４
２
６
万
円
で
、歳
出
は
７
０
７
万

円
で
あ
っ
た
。一
方
で
町
民
税
の
寄
付
金

控
除
額
は
１
８
９
０
万
円
で
あ
っ
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
と
今
後

の
予
定
は
。

平
成
２６
年
度
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

計
画
に
基
づ
き
、今
年
度
ま
で
に
町
内

１７
カ
所
３３
台
を
設
置
し
て
い
る
。主
要
な

公
共
施
設
に
は
ひ
と
通
り
設
置
し
、計

画
は
今
年
度
で
終
了
と
な
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
の
課
題
は
。

事
業
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、さ

ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。　

〈
民
生
費
〉

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

児
童
４０
人
に
対
し
、指
導
者
２
人
と

い
う
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
者
数

が
超
過
し
て
い
る
の
で
は
。

平
均
利
用
者
は
６４
名
で
あ
り
定
数

の
範
囲
内
で
あ
る
。

〈
衛
生
費
〉

防
疫
用
薬
剤
の
効
果
と
安
全
性
は
ど

う
か
。殺虫

剤
の
よ
う
な
即
効
性
は
な
い
。

急
性
毒
性
が
弱
く
安
全
性
は
高
い
。

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者
数
の

増
加
要
因
は
。

参
加
型
ブ
ー
ス
や
飲
食
の
提
供
が
、

参
加
人
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

町
民
農
園
の
利
用
者
数
は
。

平
成
３０
年
度
は
青
山
農
園
１
カ
所

の
み
で
利
用
者
は
１５
名
で
あ
る
が
、新

た
に
神
明
農
園
を
整
備
し
た
。

〈
土
木
費
〉

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
補
助
の
件
数
は
。

問
い
合
わ
せ
は
多
数
あ
っ
た
が
、補

助
は
３
件
で
あ
っ
た
。

〈
消
防
費
〉

２
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
っ
た
、消
防
出
初
式
の
評
価
は
。

全
国
で
初
め
て
空
港
エ
プ
ロ
ン
内
で

様
々
な
関
係
団
体
と
連
携
を
し
、盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。空
港
の

ま
ち
豊
山
町
と
豊
山
町
消
防
団
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
、今
ま
で
に
な

い
消
防
出
初
式
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、自
衛
隊
な
ど
防
災
関
係
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
、災
害
時
に
は
も
ち

ろ
ん
、普
段
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
た
。

〈
教
育
費
〉

教
育
施
設
整
備
計
画
の
策
定
状
況

は
。学

校
施
設
の
現
状
分
析
や
課
題
の

整
理
、今
後
の
学
校
施
設
の
あ
り
方
や

改
修
方
法
を
検
討
し
て
き
た
。

　
現
在
、こ
の
結
果
を
も
と
に
学
校
施

設
改
築
、長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
り
ま
と
め
作
業
を
進
め
て
い

る
。小

中
学
校
の
授
業
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

活
用
方
法
、感
想
は
。

理
科
の
実
験
や
体
育
で
動
画
や
写

真
を
活
用
し
た
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
学
習
を
し
た
り
し
て
い
る
。児
童
・

生
徒
か
ら
は「
授
業
が
楽
し
い
」
、教
員

か
ら
は「
自
分
の
持
っ
て
い
る
機
器
と
操

作
は
同
じ
な
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
使
う
こ

と
が
で
き
た
」と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

〈
国
民
健
康
保
険
〉

保
険
者
努
力
支
援
の
県
支
出
金
を

増
や
す
た
め
に
は
。

重
症
化
予
防
事
業
へ
の
取
組
み
を

目
指
し
点
数
を
上
げ
る
努
力
を
す
る
。
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介
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保
険
〉

認
知
症
総
合
支
援
事
業
の
評
価
や

課
題
は
。

受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
方
が
い
る
。

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
介
入
で
き
た

こ
と
も
あ
る
が
、周
知
不
足
で
、当
初
の

目
標
に
達
し
て
い
な
い
。早
期
介
入
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

〈
公
共
下
水
道
事
業
〉

管
路
清
掃
委
託
料
の
内
容
は
。

管
路
の
詰
ま
り
に
よ
り
清
掃
を
２
件

実
施
し
た
。

〈
歳
入
〉

保
育
園
の
副
食
費
４
５
０
０
円
の
根

拠
は
。これ

ま
で
の
実
績
に
基
づ
き
設
定
し

た
。
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審議結果

教育委員（中田めぐみ）の任命
町道路線の認定
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定
印鑑条例の一部改正
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部改正
職員の給与に関する条例の一部改正
職員の旅費に関する条例の一部改正
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の保育料に関する条例の一部改正
都市公園条例の一部改正
道路占用料条例の一部改正
下水道条例の一部改正
消防団条例の一部改正
平成３０年度一般会計歳入歳出決算の認定
平成３０年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
平成３０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
平成３０年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
平成３０年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定
平成３０年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和元年度一般会計補正予算（第２号）
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令和元年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出
国の私学助成の拡充に関する意見書の提出
愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出
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議　案 審議結果

幼児教育・保育の無償化※

平
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30
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特
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計
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令
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年
度
一
般
会
計
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算

賛 成

　子ども・子育て支援法などが一部改正されたこと
により、制度改正、条例の整備を行うものである。
　特に子育て世帯への負担軽減を図るために、
必要な改正であり、また第三子以降の子育て世
帯へも引き続き負担軽減を継続されるなどの配
慮がされている。

反 対

　副食費を徴収することができると規定してい
る。本来、給食は保育の一環として扱われるべ
きものである。主食費・副食費ともに徴収しない
自治体も全国各地にある。
　国のだまし討ちのような副食費の徴収に賛同
できない。

賛成討論　　反対討論VS

岡島政信議員 山本亮介議員

子育て世帯の負担軽減になる 副食費の徴収に賛同できない

議長は採決に加わりません。

※
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〈
総
務
費
〉

自
動
走
行
実
証
実
験
の
評
価
は
。

参
加
者
８
割
の
方
か
ら
高
評
価
を

得
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業
の
収
支
は
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金
事
業
で
の
歳
入

は
１
４
２
６
万
円
で
、歳
出
は
７
０
７
万

円
で
あ
っ
た
。一
方
で
町
民
税
の
寄
付
金

控
除
額
は
１
８
９
０
万
円
で
あ
っ
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
と
今
後

の
予
定
は
。

平
成
２６
年
度
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

計
画
に
基
づ
き
、今
年
度
ま
で
に
町
内

１７
カ
所
３３
台
を
設
置
し
て
い
る
。主
要
な

公
共
施
設
に
は
ひ
と
通
り
設
置
し
、計

画
は
今
年
度
で
終
了
と
な
る
。

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
の
課
題
は
。

事
業
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
、さ

ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。　

〈
民
生
費
〉

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
が

不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

児
童
４０
人
に
対
し
、指
導
者
２
人
と

い
う
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
者
数

が
超
過
し
て
い
る
の
で
は
。

平
均
利
用
者
は
６４
名
で
あ
り
定
数

の
範
囲
内
で
あ
る
。

〈
衛
生
費
〉

防
疫
用
薬
剤
の
効
果
と
安
全
性
は
ど

う
か
。殺虫

剤
の
よ
う
な
即
効
性
は
な
い
。

急
性
毒
性
が
弱
く
安
全
性
は
高
い
。

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
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ル
参
加
者
数
の

増
加
要
因
は
。

参
加
型
ブ
ー
ス
や
飲
食
の
提
供
が
、

参
加
人
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

町
民
農
園
の
利
用
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数
は
。

平
成
３０
年
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は
青
山
農
園
１
カ
所
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で
利
用
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１５
名
で
あ
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が
、新

た
に
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農
園
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し
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〈
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〉
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ク
塀
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去
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は
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　国のだまし討ちのような副食費の徴収に賛同
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子育て世帯の負担軽減になる 副食費の徴収に賛同できない

議長は採決に加わりません。
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９月９日（月）８人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、12月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

1 柴 田 賢 一 P.7
●地域防災計画について
●業務継続計画（ＢＣＰ）について

2 大 口 司 郎 P.8

○通学路等の安心・安全対策および園外保育（散歩）について
●快適、安全な教育環境で強い児童、生徒を
○明るい職場、親切な窓口を
●シルバーパスの採用を
●青山地区土地開発について

3 作 野 桂 子
●敬老パスについて
●防災について

4 岡 島 　 剛

P.9

●スズメバチ対策について
●豊山町史編纂について

5 坪 井 孝 仁

P.10

●小中学校の夏休み期間の検討をもとめる
○改めて町長の公約を問う

7 山 本 亮 介

P.12

●Ｆ３５ステルス戦闘機の整備、最終組立・試験飛行、
　墜落事故についての町の対応は－空港周辺自治体との連携を
○本当の幼保無償化に向けた町の対応は－副食費への補助を

8 岡 島 政 信

P.13

●第５次総合計画基本構想案について P.14

6 坂 田 芳 郎

P.11

●本町「独自の文化・伝統」とは

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

　
災
害
が
発
生
す
る
と
、自
助
↓

共
助
↓
公
助
と
な
る
に
従
っ
て
対

象
と
な
る
範
囲
や
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
く
な
る
。阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、一
番
多
く
の
人
命
を
救
助
し
た

の
は
地
域
の
住
民
に
よ
る
共
助
で

あ
っ
た
。災
害
応
急
対
策
や
事
前

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

地
震
災
害
対
策
計
画
で
は
、

自
治
会
・
自
主
防
災
組
織

に
も
役
割
を
求
め
て
い
る
が
、ど

の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

か
。そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
か
。

総
務
部
長

自
治
会
に
は
地
区
委
員
が

中
心
と
な
り
、地
域
で
の
災
害
初

動
期
の
活
動
、自
主
防
災
会
と
自

治
会
と
の
連
絡
調
整
を
担
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
震
災
発
生
時
に
は
、広
域

的
な
応
援
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
が
、自
衛
隊
を
始
め
、応
援

部
隊
の
活
動
拠
点
を
豊
山
グ
ラ
ン

ド
と
し
て
い
る
が
、十
分
か
。

総
務
部
長

愛
知
県
の
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
お
け
る
愛
知
県
広
域
受
援

計
画
」で
は
、豊
山
グ
ラ
ン
ド
の
ほ

か
、神
明
公
園
も
救
助
活
動
拠
点

候
補
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）と

は
、災
害
時
に
利
用
で
き
る
資
源

に
制
約
が
あ
る
状
況
下
で
、優
先

的
に
実
施
す
べ
き
業
務
を
あ
ら
か

じ
め
定
め
る
計
画
で
あ
る
。

実
際
に
大
地
震
が
発
生
し
、

想
定
参
集
人
数
が
不
足
す

る
場
合
、非
常
時
優
先
業
務
の
う

ち
、さ
ら
に
優
先
さ
せ
る
業
務
は
。

総
務
部
長

非
常
時
優
先
業
務
は
、応
急

対
策
業
務
、早
期
復
旧
を
必
要
と

す
る
業
務
な
ど
、発
災
後
の
経
過

時
間
や
担
当
課
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
策
本
部
と
な
る
庁

舎
内
の
器
物
類
の
固
定
や
、

危
険
箇
所
の
定
期
点
検
は
し
て
い

る
か
。総

務
部
長

ビ
ス
固
定
の
転
倒
防
止
措

置
対
策
を
し
て
い
る
が
、定
期
点

検
は
実
施
し
て
い
な
い
。町
内
の

施
設
全
体
に
つ
い
て
点
検
を
行
え

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

発
電
施
設
は
、避
難
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
小
学
校

に
も
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。発
電

能
力
や
連
続
稼
働
時
間
は
ど
れ
だ

け
か
。

総
務
部
長

小
型
の
発
電
機
を
各
小
学

校
に
１
台
ず
つ
配
備
し
て
い
る
。タ

ン
ク
容
量
は
２
．３
リ
ッ
ト
ル
、連

続
稼
働
可
能
時
間
は
４
時
間
３０
分

で
あ
る
。

AA

A

A

A

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
Shibata Kenichi

Q.災害時の自治会の役割は

A.初動期の活動と連絡調整を期待

Q

Q

Q

Q

Q Q.
非
常
時
の
優
先
業
務
は

A.
応
急
対
策
業
務
で
あ
る

▲自治会参加の人命救助訓練
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保
護
者
か
ら
も
喜
ば
れ
て

い
る
エ
ア
コ
ン
で
あ
る
が
、

残
り
の
特
別
教
室
す
べ
て
に
取
り

付
け
る
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

特
別
教
室
の
空
調
設
置
に

つ
い
て
は
、全
て
の
小
中
学
校
で

計
画
を
進
め
て
い
る
。本
年
度
中

に
実
施
設
計
を
完
了
し
、来
年
度

に
は
設
置
工
事
に
着
手
し
た
い
。

日
頃
か
ら
元
気
な
強
い
子

ど
も
の
育
成
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。そ
こ
で
国
・

県
の
平
均
体
力
指
数
と
、町
と
の

比
較
を
聞
く
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に

は
、様
々
な
体
力
を
測
る
種
目
が

あ
る
た
め
、一
概
に
比
較
は
で
き
な

い
。平
成
３０
年
度
の
調
査
で
は
、総

合
点
に
お
い
て
小
学
校
５
年
生
は

男
女
と
も
全
国
と
同
程
度
、中
学

校
２
年
生
は
男
女
と
も
全
国
・
愛

知
県
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

７０
歳
以
上
の
タ
ウ
ン
バ
ス

の
料
金
無
料
化
は
。

生
活
福
祉
部
長

現
在
、町
で
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
た
方
、障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
に
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
に
は
、タ
ウ
ン
バ
ス
回

数
券
か
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
配
布

し
て
い
る
。今
以
上
の
支
援
と
し

て
、タ
ウ
ン
バ
ス
料
金
の
無
料
化

が
移
動
支
援
の
最
善
策
な
の
か
、

そ
の
他
の
支
援
が
あ
る
の
か
を
、

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
な
ど

か
ら
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、他

市
町
の
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。

A

A

A QQ

Q

　
町
民
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々

か
ら
一
番
要
望
さ
れ
る
の
が「
公
共

交
通
機
関
」に
つ
い
て
で
あ
り
、町

外
に
移
り
た
い
と
す
る
理
由
の

ト
ッ
プ
は
「
交
通
の
便
が
良
く
な

い
」と
な
っ
て
い
る
。

　
「
第
５
次
総
合
計
画
」
構
想
に

「
誰
も
が
快
適
で
利
便
性
の
高
い

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
町
」

を
実
現
す
る
と
記
載
が
あ
る
。

「
敬
老
パ
ス
」
な
ど
移
動
支
援
や
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め

に
も
環
境
に
配
慮
し
た
新
し
い
取

り
組
み
に
期
待
を
し
つ
つ
、質
問

す
る
。「

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
」
の
昨

年
、現
時
点
で
の
申
請
者
数
は
。

総
務
部
長

平
成
３０
年
は
６０
名
、
令
和

元
年
８
月
３１
日
現
在
で
２５
名
。

高
齢
運
転
者
に
よ
る
重
大

な
交
通
事
故
の
発
生
や
、改

正
道
路
交
通
法
な
ど
を
背
景
に
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
が

増
え
、運
転
免
許
証
自
主
返
納
数

は
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、自
家
用
車
に
依
存
し

な
く
と
も
生
活
の
質
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。高
齢
に
な
っ
て

か
ら
の
バ
ス
利
用
は
難
し
い
。な
る

べ
く
若
い
う
ち
か
ら
バ
ス
を
利
用

し
て
も
ら
い
乗
り
慣
れ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。利
用
者
の
少
な
い

時
間
に
限
っ
た
敬
老
パ
ス
を
作
る

な
ど
の
対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議

体
を
は
じ
め
様
々
な
方
か
ら
ご
意

見
を
お
聞
き
し
、他
市
町
の
状
況

も
調
査
研
究
し
て
い
く
。  

熊
本
地
震
・
被
災
女
性
支
援

サ
イ
ト
「
は
あ
も
に
い
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
子
供
が
小
さ

く
、避
難
所
で
騒
ぎ
、怒
ら
れ
た
の

で
居
づ
ら
く
な
っ
た
」「
小
学
校
に

避
難
し
て『
お
に
ぎ
り
を
配
り
ま

す
の
で
○
○
へ
並
ん
で
く
だ
さ
い
』

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
が
、子

ど
も
２
人(

当
時
１
歳
と
３
歳)

を

１
人
で
見
て
い
る
状
況
だ
っ
た
の

で
、並
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
食
事
が

手
に
入
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
あ
っ
た
。

　
避
難
所
に
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の

家
族
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
な

ど
の
対
策
を
。

総
務
部
長

授
乳
用
テ
ン
ト
を
志
水
小
、

新
栄
小
は
配
備
済
み
。妊
産
婦
や

乳
幼
児
家
族
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、よ
り
一
層
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

熊
本
県
益
城
町
で
は
テ
ン

ト
村
避
難
者
数
も
含
め

て
、全
体
の
３
分
の
１
ほ
ど
の
人

が
車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
を
し
て
い

た
。豊
山
町
で
も
災
害
時
に
車
中

泊
や
テ
ン
ト
泊
を
考
え
て
い
る
方

が
、た
く
さ
ん
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
が
で
き
る

場
所
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
場

所
は
ど
こ
か
。
防
災
キ
ャ
ン
プ
実

施
時
に
校
庭
で
テ
ン
ト
避
難
体
験

を
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

避
難
者
の
安
全
の
確
保
、

ま
た
避
難
者
数
の
把
握
な
ど
を
考

慮
し
、ま
ず
は
学
校
体
育
館
な
ど

へ
避
難
を
お
願
い
す
る
。

　
現
在
は
車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
に

よ
る
避
難
場
所
を
明
確
に
定
め
て

い
な
い
。今
後
は
避
難
所
運
営
体

制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。テ
ン
ト
避

難
体
験
は
避
難
所
運
営
体
制
の
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、判
断
す
る
。
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保
護
者
か
ら
も
喜
ば
れ
て

い
る
エ
ア
コ
ン
で
あ
る
が
、

残
り
の
特
別
教
室
す
べ
て
に
取
り

付
け
る
計
画
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

特
別
教
室
の
空
調
設
置
に

つ
い
て
は
、全
て
の
小
中
学
校
で

計
画
を
進
め
て
い
る
。本
年
度
中

に
実
施
設
計
を
完
了
し
、来
年
度

に
は
設
置
工
事
に
着
手
し
た
い
。

日
頃
か
ら
元
気
な
強
い
子

ど
も
の
育
成
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。そ
こ
で
国
・

県
の
平
均
体
力
指
数
と
、町
と
の

比
較
を
聞
く
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

体
力
・
運
動
能
力
調
査
に

は
、様
々
な
体
力
を
測
る
種
目
が

あ
る
た
め
、一
概
に
比
較
は
で
き
な

い
。平
成
３０
年
度
の
調
査
で
は
、総

合
点
に
お
い
て
小
学
校
５
年
生
は

男
女
と
も
全
国
と
同
程
度
、中
学

校
２
年
生
は
男
女
と
も
全
国
・
愛

知
県
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

７０
歳
以
上
の
タ
ウ
ン
バ
ス

の
料
金
無
料
化
は
。

生
活
福
祉
部
長

現
在
、町
で
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
を
受
け
た
方
、障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
に
は
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
に
は
、タ
ウ
ン
バ
ス
回

数
券
か
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
配
布

し
て
い
る
。今
以
上
の
支
援
と
し

て
、タ
ウ
ン
バ
ス
料
金
の
無
料
化

が
移
動
支
援
の
最
善
策
な
の
か
、

そ
の
他
の
支
援
が
あ
る
の
か
を
、

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
な
ど

か
ら
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、他

市
町
の
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。

A

A
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町
民
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々

か
ら
一
番
要
望
さ
れ
る
の
が「
公
共

交
通
機
関
」に
つ
い
て
で
あ
り
、町

外
に
移
り
た
い
と
す
る
理
由
の

ト
ッ
プ
は
「
交
通
の
便
が
良
く
な

い
」と
な
っ
て
い
る
。

　
「
第
５
次
総
合
計
画
」
構
想
に

「
誰
も
が
快
適
で
利
便
性
の
高
い

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
町
」

を
実
現
す
る
と
記
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が
あ
る
。

「
敬
老
パ
ス
」
な
ど
移
動
支
援
や
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る
た
め

に
も
環
境
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配
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し
た
新
し
い
取

り
組
み
に
期
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を
し
つ
つ
、質
問

す
る
。「

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
」
の
昨

年
、現
時
点
で
の
申
請
者
数
は
。

総
務
部
長

平
成
３０
年
は
６０
名
、
令
和

元
年
８
月
３１
日
現
在
で
２５
名
。
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え
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転
免
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自
主
返
納
数

は
増
え
て
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く
と
予
想
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る
。

　
今
後
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、自
家
用
車
に
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存
し
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も
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の
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を
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持
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用
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も
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い
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も
ら
う

必
要
が
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者
の
少
な
い

時
間
に
限
っ
た
敬
老
パ
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を
作
る

な
ど
の
対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。
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福
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部
長
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支
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体
制
整
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協
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体
を
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じ
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様
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な
方
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ご
意

見
を
お
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市
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の
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も
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「
は
あ
も
に
い
」
の

ア
ン
ケ
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ト
で
は
「
子
供
が
小
さ

く
、避
難
所
で
騒
ぎ
、怒
ら
れ
た
の

で
居
づ
ら
く
な
っ
た
」「
小
学
校
に

避
難
し
て『
お
に
ぎ
り
を
配
り
ま

す
の
で
○
○
へ
並
ん
で
く
だ
さ
い
』

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
が
、子

ど
も
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人(

当
時
１
歳
と
３
歳)

を

１
人
で
見
て
い
る
状
況
だ
っ
た
の

で
、並
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
食
事
が

手
に
入
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
あ
っ
た
。

　
避
難
所
に
妊
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幼
児
の
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専
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の
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ど
の
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に
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で
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、全
体
の
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の
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の
人

が
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中
泊
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泊
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て
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た
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山
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で
も
災
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時
に
車
中

泊
や
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を
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え
て
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る
方

が
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く
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ん
い
る
と
思
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れ
る
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泊
や
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が
で
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る

場
所
と
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想
定
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る
場

所
は
ど
こ
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。
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プ
実
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時
に
校
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で
テ
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ト
避
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体
験

を
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。
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長

避
難
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の
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保
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ま
た
避
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把
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な
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を
考
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し
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ず
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学
校
体
育
館
な
ど

へ
避
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お
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す
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避
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明
確
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な
い
。今
後
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避
難
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運
営
体

制
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検
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す
る
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ン
ト
避

難
体
験
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避
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所
運
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制
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夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
全

国
で
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ

れ
る
事
故
が
起
き
て
い
る
。

 

本
町
で
は
、ス
ズ
メ
バ
チ
に
対
し

て
問
い
合
わ
せ
や
被
害
報
告
が
あ

る
か
。生

活
福
祉
部
長

ス
ズ
メ
バ
チ
の
問
い
合
わ

せ
は
数
年
無
い
。

　
被
害
報
告
も
聞
い
て
い
な
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
し
、死
亡
す
る
こ
と
が

あ
る
。駆
除
費
用
が
高
く
、近
隣
市

町
で
は
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

本
町
で
も
、補
助
金
を
出
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

駆
除
の
問
い
合
わ
せ
は
、ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
、駆
除
費
用
の

補
助
は
考
え
て
な
い
。

　

　
令
和
４
年
町
政
５０
周
年
記
念
事

業
の
豊
山
町
史
の
編
さ
ん
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

町
史
編
さ
ん
事
業
は
、業
者

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
３
年
度
末
の
刊
行
を

め
ざ
し
、町
教
育
委
員
会
と
業
者

間
で
構
成
案
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。

　
ま
ず
、町
内
に
残
る
歴
史
資
料

の
寄
贈
を
呼
び
か
け
、既
存
資
料

の
整
理
か
ら
始
め
て
い
る
。

町
史
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

次
の
五
つ
の
基
本
方
針
で

編
さ
ん
し
て
い
る
。

１
．町
制
５０
年
間
の
歩
み
を
基
本
に

据
え
、昭
和
４８
年
発
行
の
豊
山
町

史
の
成
果
を
継
承
し
た
構
成

２
．写
真
や
図
版
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル

資
料
を
活
用
し
、平
易
な
記
述
と

分
か
り
や
す
い
表
現

３
．行
政
史
は
も
と
よ
り
、経
済
、

生
活
、文
化
な
ど
多
分
野
に
わ
た

る
本
町
の
歩
み
を
記
録

４
．読
み
や
す
く
、親
し
み
や
す
い

構
成
と
内
容

５
．収
集
し
た
資
料
は
、長
く
後
世

に
伝
え
、活
用
が
で
き
る
よ
う
保

存
、管
理
方
法
を
検
討

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

町
民
の
声
を
聞
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

編
さ
ん
協
力
委
員
を
設
置

し
、研
究
団
体
や
個
人
と
協
議
の

場
を
持
つ
こ
と
や
、歴
史
的
資
料

の
公
募
を
す
る
な
ど
、
住
民
の

方
々
と
協
働
す
る
。

目
新
し
い
点
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

歴
史
書
と
い
う
よ
り
も

「
豊
山
町
も
の
が
た
り
」
と
言
え

る
読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容
を
目

指
す
。

A

AA

AA QQ
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豊
山
町
で
は
、6
月
に
小
中
学

校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
た
。
現
在
、新
給
食
セ
ン

タ
ー
も
整
備
さ
れ
は
じ
め
、来
年

の
９
月
か
ら
供
用
開
始
予
定
で
、

よ
り
安
心
安
全
で
快
適
な
教
育
環

境
が
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

全
国
的
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
と
も
な
い
、教
え
る
内
容
が
増

え
、授
業
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
夏
休
み
期
間
を
短
く
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
豊
山
町
は
小

中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

な
ぜ
、夏
休
み
が
必
要
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

夏
休
み
が
始
ま
っ
た
理
由

や
時
期
は
諸
説
あ
る
。現
在
で
は

次
の
こ
と
を
行
う
期
間
と
な
っ
て

い
る
。

　
児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
、普
段

の
生
活
で
は
、で
き
な
い
体
験
活

動
や
自
由
研
究
・
部
活
動
な
ど
、時

間
を
か
け
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
機
会
と
な
る
。ま
た
、家
族
旅

行
な
ど
計
画
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、社
会
的
に
も
定
着
し
た
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　
教
員
に
と
っ
て
は
、日
常
の
教
材

研
究
に
加
え
、２
学
期
に
向
け
、行

事
や
学
習
計
画
な
ど
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
期
間

に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
の
期
間

は
教
員
研
修
が
集
中
的
に
開
催
さ

れ
る
貴
重
な
時
間
で
も
あ
る
。有

給
休
暇
に
つ
い
て
も
、日
頃
の
授

業
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
多

く
の
教
員
が
夏
休
み
に
取
得
し
て

い
る
。

豊
山
町
立
小
中
学
校
管
理

規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る

夏
休
み
期
間
（
夏
季
休
業
）は
、７

月
２１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。い
つ
定
め
ら
れ
た
も

の
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

夏
季
休
業
の
始
ま
り
は
、明

治
１４
年
に
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
た

小
学
校
教
則
要
領
に
記
述
が
見
ら

れ
、そ
れ
以
降
定
着
し
て
き
た
と

推
測
さ
れ
る
。本
町
で
は
昭
和
５６

年
に
全
面
改
正
さ
れ
、現
在
の
夏

季
休
業
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

社
会
情
勢
や
生
活
環
境
も

か
な
り
変
化
し
て
い
る
。教

員
た
ち
の
多
忙
化
や
働
き
方
改

革
、児
童
・
生
徒
た
ち
の
長
期
休
日

前
後
で
の
精
神
的
動
揺
、核
家
族

化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、

社
会
全
体
の
変
化
を
ふ
ま
え
、町

と
し
て
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

夏
休
み
の
短
縮
は
、全
国
で

も
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
。ま
た
、平
成
２９
年
度
に
改

正
さ
れ
た
学
校
教
育
法
施
行
令
で

は
、夏
季
休
業
中
の
一
部
を
学
期
中

に
移
し
、長
期
休
業
日
の
分
散
化

を
勧
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、夏
休
み
期
間
の
短
縮

に
つ
い
て
は
、教
室
以
外
の
熱
中

症
対
策
、自
治
体
間
の
調
整
や
教

員
の
多
忙
化
解
消
の
十
分
な
効
果

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、授
業
時
間
の
増
加
に
よ

る
日
頃
の
教
員
の
多
忙
化
や
夏
季

休
業
中
の
児
童
・
生
徒
の
生
活
や

心
の
問
題
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
夏
季
休
業
期
間
の
短

縮
を
性
急
に
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
く
、家
庭
教
育
の
あ
り
方
や
地

域
の
受
け
皿
を
含
め
、総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
全

国
で
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ

れ
る
事
故
が
起
き
て
い
る
。

 

本
町
で
は
、ス
ズ
メ
バ
チ
に
対
し

て
問
い
合
わ
せ
や
被
害
報
告
が
あ

る
か
。生

活
福
祉
部
長

ス
ズ
メ
バ
チ
の
問
い
合
わ

せ
は
数
年
無
い
。

　
被
害
報
告
も
聞
い
て
い
な
い
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
し
、死
亡
す
る
こ
と
が

あ
る
。駆
除
費
用
が
高
く
、近
隣
市

町
で
は
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

本
町
で
も
、補
助
金
を
出
し
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

駆
除
の
問
い
合
わ
せ
は
、ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
、駆
除
費
用
の

補
助
は
考
え
て
な
い
。

　

　
令
和
４
年
町
政
５０
周
年
記
念
事

業
の
豊
山
町
史
の
編
さ
ん
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

町
史
編
さ
ん
事
業
は
、業
者

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
３
年
度
末
の
刊
行
を

め
ざ
し
、町
教
育
委
員
会
と
業
者

間
で
構
成
案
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。

　
ま
ず
、町
内
に
残
る
歴
史
資
料

の
寄
贈
を
呼
び
か
け
、既
存
資
料

の
整
理
か
ら
始
め
て
い
る
。

町
史
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

次
の
五
つ
の
基
本
方
針
で

編
さ
ん
し
て
い
る
。

１
．町
制
５０
年
間
の
歩
み
を
基
本
に

据
え
、昭
和
４８
年
発
行
の
豊
山
町

史
の
成
果
を
継
承
し
た
構
成

２
．写
真
や
図
版
な
ど
ビ
ジ
ュ
ア
ル

資
料
を
活
用
し
、平
易
な
記
述
と

分
か
り
や
す
い
表
現

３
．行
政
史
は
も
と
よ
り
、経
済
、

生
活
、文
化
な
ど
多
分
野
に
わ
た

る
本
町
の
歩
み
を
記
録

４
．読
み
や
す
く
、親
し
み
や
す
い

構
成
と
内
容

５
．収
集
し
た
資
料
は
、長
く
後
世

に
伝
え
、活
用
が
で
き
る
よ
う
保

存
、管
理
方
法
を
検
討

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

町
民
の
声
を
聞
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

編
さ
ん
協
力
委
員
を
設
置

し
、研
究
団
体
や
個
人
と
協
議
の

場
を
持
つ
こ
と
や
、歴
史
的
資
料

の
公
募
を
す
る
な
ど
、
住
民
の

方
々
と
協
働
す
る
。

目
新
し
い
点
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

歴
史
書
と
い
う
よ
り
も

「
豊
山
町
も
の
が
た
り
」
と
言
え

る
読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容
を
目

指
す
。

A

AA

AA QQ

QQ
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豊
山
町
で
は
、6
月
に
小
中
学

校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
た
。
現
在
、新
給
食
セ
ン

タ
ー
も
整
備
さ
れ
は
じ
め
、来
年

の
９
月
か
ら
供
用
開
始
予
定
で
、

よ
り
安
心
安
全
で
快
適
な
教
育
環

境
が
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

全
国
的
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
と
も
な
い
、教
え
る
内
容
が
増

え
、授
業
時
間
を
確
保
す
る
た
め

に
夏
休
み
期
間
を
短
く
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
豊
山
町
は
小

中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

な
ぜ
、夏
休
み
が
必
要
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

夏
休
み
が
始
ま
っ
た
理
由

や
時
期
は
諸
説
あ
る
。現
在
で
は

次
の
こ
と
を
行
う
期
間
と
な
っ
て

い
る
。

　
児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
、普
段

の
生
活
で
は
、で
き
な
い
体
験
活

動
や
自
由
研
究
・
部
活
動
な
ど
、時

間
を
か
け
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
機
会
と
な
る
。ま
た
、家
族
旅

行
な
ど
計
画
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、社
会
的
に
も
定
着
し
た
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　
教
員
に
と
っ
て
は
、日
常
の
教
材

研
究
に
加
え
、２
学
期
に
向
け
、行

事
や
学
習
計
画
な
ど
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
期
間

に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
の
期
間

は
教
員
研
修
が
集
中
的
に
開
催
さ

れ
る
貴
重
な
時
間
で
も
あ
る
。有

給
休
暇
に
つ
い
て
も
、日
頃
の
授

業
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
多

く
の
教
員
が
夏
休
み
に
取
得
し
て

い
る
。

豊
山
町
立
小
中
学
校
管
理

規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る

夏
休
み
期
間
（
夏
季
休
業
）は
、７

月
２１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。い
つ
定
め
ら
れ
た
も

の
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

夏
季
休
業
の
始
ま
り
は
、明

治
１４
年
に
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
た

小
学
校
教
則
要
領
に
記
述
が
見
ら

れ
、そ
れ
以
降
定
着
し
て
き
た
と

推
測
さ
れ
る
。本
町
で
は
昭
和
５６

年
に
全
面
改
正
さ
れ
、現
在
の
夏

季
休
業
の
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

社
会
情
勢
や
生
活
環
境
も

か
な
り
変
化
し
て
い
る
。教

員
た
ち
の
多
忙
化
や
働
き
方
改

革
、児
童
・
生
徒
た
ち
の
長
期
休
日

前
後
で
の
精
神
的
動
揺
、核
家
族

化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、

社
会
全
体
の
変
化
を
ふ
ま
え
、町

と
し
て
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

夏
休
み
の
短
縮
は
、全
国
で

も
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
。ま
た
、平
成
２９
年
度
に
改

正
さ
れ
た
学
校
教
育
法
施
行
令
で

は
、夏
季
休
業
中
の
一
部
を
学
期
中

に
移
し
、長
期
休
業
日
の
分
散
化

を
勧
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、夏
休
み
期
間
の
短
縮

に
つ
い
て
は
、教
室
以
外
の
熱
中

症
対
策
、自
治
体
間
の
調
整
や
教

員
の
多
忙
化
解
消
の
十
分
な
効
果

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、授
業
時
間
の
増
加
に
よ

る
日
頃
の
教
員
の
多
忙
化
や
夏
季

休
業
中
の
児
童
・
生
徒
の
生
活
や

心
の
問
題
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。

　
現
段
階
で
夏
季
休
業
期
間
の
短

縮
を
性
急
に
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
く
、家
庭
教
育
の
あ
り
方
や
地

域
の
受
け
皿
を
含
め
、総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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史
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町
の
皆
様
と
の
、立
ち
話
で
あ

る
。

　
「
そ
ん
な
さ
ぁ
、あ
ん
た
さ
ん
。

田
ん
ぼ
と
畑
し
か
な
か
っ
た
所
に

文
化
も
伝
統
も
無
い
わ
さ
ぁ
。
そ

ん
な
こ
と
よ
り
も
さ
ぁ…

。」

　
ま
た
「
な
ん
に
も
無
か
っ
た
所

に
、歴
史
な
ん
て
無
い
わ
さ
。あ
っ

た
と
し
て
も
水
争
い
か
、一
揆
、そ

れ
と
も
落
ち
武
者
狩
り
く
ら
い
だ

わ
ぁ
。」と
の
事
で
あ
る
。

　
実
に
率
直
な
物
言
い
で
あ
る
。

な
か
な
か
の
問
題
を
含
ん
で
お

り
、返
す
言
葉
が
無
い
。
故
に
伺

う
。

本
町
の
「
独
自
の
文
化
・
伝

統
」
と
い
う
言
葉
は
、町
政

を
預
か
る
者
、ま
た
議
会
人
か
ら

よ
く
耳
に
す
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ

る
。
本
町
と
し
て
認
め
て
い
る
文

化
・
伝
統
は
何
か
あ
る
か
。ま
た
、

そ
れ
ら
に
客
観
的
判
断
力
を
持
つ

目
安
の
一
つ
で
も
あ
る
国
・
県
指
定

の
有
形
・
無
形
文
化
財
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

町
指
定
の
文
化
財
は
８
件

で
あ
る
。そ
の
う
ち
有
形
文
化
財

は
、延
命
寺
所
有
の
葬
儀
絵
巻
、八

所
神
社
所
有
の
狛
犬
、長
寿
寺
所

有
の
薬
師
如
来
坐
像
の
３
件
で
あ

る
。無
形
文
化
財
は
木
遣
保
存
会

の
木
遣
、神
楽
保
存
会
の
神
楽
、伊

勢
山
神
楽
保
存
会
の
伊
勢
山
神
楽

の
３
件
で
あ
る
。史
跡
天
然
記
念

物
は
、河
村
米
光
氏
所
有
の
い
ち

い
樫
４
本
、千
松
寺
所
有
の
楠
１

本
の
２
件
で
あ
る
。

 

国
指
定
の
文
化
財
は
な
い
が
、県

指
定
の
文
化
財
は
、常
安
寺
所
有

の
鋳
造
誕
生
物
立
像
、延
命
寺
所

有
の
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
の
計
２

件
の
有
形
文
化
財
が
あ
る
。　

そ
の
有
形
文
化
財
所
持
者
、

ま
た
そ
の
他
・
無
形
諸
々
の

団
体
と
本
町
自
治
体
と
の
接
点
・

か
か
わ
り
、ま
た
財
政
支
援
の
有

無
は
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

文
化
財
の
指
定
を
う
け
た

所
有
者
お
よ
び
団
体
に
は
、日
常

の
看
守
、清
掃
や
公
開
な
ど
の
維

持
管
理
に
必
要
な
経
費
に
充
て
る

た
め
、毎
年
、交
付
金
を
交
付
し
て

い
る
。教
育
委
員
会
事
務
局
職
員

は
、交
付
金
の
交
付
手
続
き
の
際
、

文
化
財
の
維
持
管
理
の
状
況
を
所

有
者
な
ど
に
確
認
し
て
い
る
。

 

ま
た
、文
化
財
の
修
理
な
ど
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、経
費
の
一

部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
制

度
が
あ
る
。
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Ｆ
３５
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の

整
備
拠
点
に
つ
い
て
、国
や

防
衛
省
を
通
じ
て
県
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
通
知
が
あ
っ
た
だ
け
で
、空
港

周
辺
住
民
に
対
し
て
は
何
も
説
明

が
さ
れ
て
い
な
い
。日
本
の
Ｆ
３５

だ
け
で
な
く
、在
日
米
軍
、海
外
に

駐
留
す
る
米
軍
の
Ｆ
３５
も
整
備
に

来
る
。

　
ま
た
、Ｆ
３５
に
は
９
６
６
も
の
欠

陥
が
あ
る
。こ
の
欠
陥
が
引
き
継

が
れ
た
機
体
が
空
港
を
利
用
す
る

こ
と
は
、周
辺
住
民
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

　
空
港
周
辺
３
市
１
町
が
一
体
と

な
っ
て
Ｆ
３５
の
整
備
に
つ
い
て
住

民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

産
業
建
設
部
長

他
市
の
意
向
を
確
認
し
た

う
え
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｆ
３５
は
三
菱
重
工
小
牧
南

工
場
で
最
終
組
立
が
行
わ

れ
、県
営
名
古
屋
空
港
の
滑
走
路

を
利
用
し
て
試
験
飛
行
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
青
森
県
三
沢
基
地
の
Ｆ
３５
が
４

月
９
日
に
墜
落
事
故
を
起
こ
し

た
。墜
落
し
た
機
体
は
平
成
２９
年

６
月
に
最
終
組
立
し
た
機
体
で
あ

る
。事
故
原
因
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
平

衡
感
覚
を
失
う
空
間
識
失
調
で
、

機
体
に
不
具
合
が
あ
っ
た
可
能
性

は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。し
か

し
、あ
く
ま
で
推
測
で
し
か
な
く
、

機
体
の
重
大
な
欠
陥
は
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。

　
そ
の
後
、空
港
周
辺
の
住
民
に

は
何
の
説
明
も
な
く
、Ｆ
３５
の
試

験
飛
行
は
再
開
さ
れ
た
。空
港
周

辺
３
市
１
町
が
一
体
と
な
っ
て
、Ｆ

３５
の
試
験
飛
行
の
中
止
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

産
業
建
設
部
長

自
衛
隊
機
を
含
む
県
営
名

古
屋
空
港
を
利
用
す
る
す
べ
て
の

航
空
機
の
安
全
飛
行
の
確
保
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て

き
た
。平

成
18
年
１
月
１７
日
に
春

日
井
市
、小
牧
市
、豊
山
町

の
２
市
１
町
共
同
で
防
衛
省
と
防

衛
施
設
庁
に
対
し
、米
軍
機
が
県

営
名
古
屋
空
港
を
使
用
し
な
い
よ

う
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
Ｆ
３５
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
は
三
菱

重
工
小
牧
南
工
場
で
最
終
組
立
さ

れ
て
い
る
が
、米
側
の
所
有
・
管
理

の
も
と
で
製
造
・
試
験
飛
行
さ
れ

て
い
る
。そ
の
機
体
に
つ
い
て
は
、

日
米
地
位
協
定
適
用
の
航
空
機
で

あ
り
、つ
ま
り
米
軍
機
扱
い
で
あ

る
。県
営
名
古
屋
空
港
を
米
軍
機

が
利
用
す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
改
め
て
、県
営
名
古
屋
空
港
で

の
米
軍
機
の
利
用
が
無
い
よ
う
求

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

産
業
建
設
部
長

平
成
１８
年
１
月
１７
日
に
春

日
井
市
、小
牧
市
、豊
山
町
の
２
市

１
町
連
名
で
防
衛
省
長
官
、防
衛

施
設
庁
長
官
に
対
し
て
提
出
し
た

要
望
書
の
中
で
「
県
営
名
古
屋
飛

行
場
に
お
い
て
、米
軍
機
の
利
用

な
ど
が
無
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
」

と
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

日
米
地
位
協
定
適
用
、
米

軍
機
扱
い
の
Ｆ
３５
が
県
営

名
古
屋
空
港
を
利
用
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。町
と

し
て
米
軍
機
の
事
故
に
つ
い
て
対

応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、町
の
地
域
防
災
計
画

の
航
空
機
事
故
対
策
計
画
の
中
に

は
米
軍
機
の
事
故
に
つ
い
て
の
記

述
が
な
い
。今
後
、愛
知
県
や
町
も

地
域
防
災
計
画
に
米
軍
機
の
事
故

に
つ
い
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
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務
部
長

災
害
対
策
基
本
法
第
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に
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っ
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い
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画
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航
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対
策
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画
に
修
正
が
あ

れ
ば
、町
の
計
画
に
つ
い
て
も
県

と
協
議
し
、修
正
す
る
。
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機
事
故
対
策
計
画
の
中
に

は
米
軍
機
の
事
故
に
つ
い
て
の
記

述
が
な
い
。今
後
、愛
知
県
や
町
も

地
域
防
災
計
画
に
米
軍
機
の
事
故

に
つ
い
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

災
害
対
策
基
本
法
第
４２
条

で
は
、市
町
村
防
災
計
画
の
修
正

に
つ
い
て
、都
道
府
県
防
災
計
画

に
基
づ
き
修
正
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。今
後
、県
防
災
計
画
の
航

空
機
事
故
対
策
計
画
に
修
正
が
あ

れ
ば
、町
の
計
画
に
つ
い
て
も
県

と
協
議
し
、修
正
す
る
。

A

A

A

さ か  た  よ し  お

坂田芳郎 議員
Sakata Yoshio

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
Yamamoto Ryosuke

Q. F３５整備の説明会開催は

A.周辺他市の意向を確認し対応

Q.文化財への財政支援は

A.交付金を交付している
A QQ

Q

Q

▲後世に残したい文化財。写真は八所神社の狛犬▲事故後再開された試験飛行
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総
合
計
画
は
町
の
最
上
位
に
あ

た
る
計
画
で
、豊
山
町
の
５
年
後
、

１０
年
後
を
決
め
る
羅
針
盤
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
計
画
の
基

本
構
想
案
に
つ
い
て
聞
く
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

と
ま
ち
の
将
来
像
の
コ
ン

セ
プ
ト
や
考
え
方
は
。

総
務
部
長

基
本
理
念
「
小
さ
く
て
キ

ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」は
、小

さ
い
町
の
特
徴
や
利
点
を
活
か

し
、町
な
ら
で
は
の
魅
力
、誰
も
が

「
誇
り
」
と
「
豊
か
さ
」
を
実
感
で

き
る
町
を
め
ざ
す
。ま
た
、こ
の
基

本
理
念
は
長
期
展
望
を
見
据
え
定

め
た
も
の
で
、次
計
画
も
引
き
継

ぐ
こ
と
と
し
た
。

　
将
来
像
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
　

暮
ら
し
豊
か
な
　
ア
ー
バ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
」
は
、町
民
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、生
涯

を
通
じ
て
生
き
が
い
を
持
ち
、一
層

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
町
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
１０
年
間
の
町
政
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。

町
長

民
間
定
期
航
空
路
線
の
撤

退
の
危
機
に
直
面
し
た
県
営
名
古

屋
空
港
は
、順
調
に
路
線
を
拡
大

し
、９０
万
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ

た
。空
港
周
辺
地
域
は「
ア
ジ
ア
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
航
空
宇
宙
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
形
成
特
区
」に
指
定
さ
れ
、

航
空
機
関
連
施
設
を
集
積
す
る

「
ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
」
と
し
て
輝

き
、に
ぎ
わ
い
を
実
現
し
た
。

　
町
の
人
口
も
着
実
に
増
加
し
、

１
万
６
千
人
に
届
こ
う
と
し
て
い

る
。ま
さ
に「
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

し
た
１０
年
」と
考
え
る
。

服
部
町
長
の
１０
年
へ
の
強

い
思
い
、第
５
次
総
合
計
画

に
対
す
る
思
い
は
。

町
長

町
民
の
皆
様
が
幸
せ
や
住

み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
、暮
ら

し
に
重
点
を
お
く
１０
年
に
し
た

い
。こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
た
、賑

わ
い
に
一
層
磨
き
を
か
け
、自
分
ら

し
い
、豊
か
な
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
一
層
深
化
・
発
展
さ
せ

る
１０
年
と
し
て
い
く
。

AA

A QQ

Q

お か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
Okajima Masanobu

Q.次の１０年への強い思いは

A.豊かなまちづくりを目指す
追跡どうなったあの質問

　基準数の１５３基は、３０年度中に完了
している。令和元年度に、要配慮者用ト
イレを５基購入した。

どうなった

　平成２８年４月に内閣府が作成した避
難所におけるトイレの確保・管理ガイド
ラインでの基準数を満たしているか。

質 問Q

　ガイドラインの基準数は153基で、現在
のトイレの数は108基。基準を45基下回っ
ている。今後は計画的に購入を進め、基準
数の確保をしていく。

答 弁A

平成30年６月定例会

　令和元年８月に豊山小学校の工事が始
まり、順次設置中である。11月中に、すべ
ての指定避難所に設置完了予定。

どうなった

　大規模災害が頻発する現在、NTTと協
定を結び、特設公衆電話の設置をする考
えはあるか。

質 問Q

　町内13カ所すべての指定避難所に、特
設公衆電話用の電気通信回線と電話機接
続端子を敷設するための事前調整をNTT
西日本と進めている。

答 弁A

平成30年９月定例会

▲まだまだ足りない要配慮者用トイレ▲すべての指定避難所に設置される特設公衆電話

▲みんなで考える豊山町の未来。写真は町民討議会議の様子
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広報編集委員
議員は選挙区内の方に、

答礼のための自筆によるも
のを除き、年賀状、寒中見舞
い等のあいさつ状を出すこ
とを禁止されています。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、町
議
会
全
般
に
わ
た
る
活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、広
報
編
集
委
員
よ
り
皆
様
へ「
議
会
活
動
」

や「
議
員
と
し
て
の
活
動
」に
つい
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
に
な
っ
て
、４
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。普
通
の
お
母
さ

ん
か
ら
議
員
に
な
る
こ
と
は
、私
に
と
って
、家
族
に
と
って
、と
て
も
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。

　
今
ま
で
傍
聴
席
か
ら
見
て
い
た
場
所
に
自
分
が
立
って
い
る
こ
と
に
、ま

だ
慣
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
、同
僚
議
員
と
話
し
合
い
な
が
ら「
こ
れ
か
ら

の
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
こ
と
」「
お
母

さ
ん
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」「
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」を
一つ

ひ
と
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
１０
月
７
日
に
は
、広
報
編
集
委
員
と
し

て
勉
強
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。「
議
員
っ

て
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」と
思
って
い

た
の
で
、で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、皆

さ
ん
に
議
員
や
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
様
に
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　          

　
　
　
　
　 

K・S

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
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a G
ikai D

ayori
令
和
元
年
11月
１
日
 

9月
定
例
会

N
O. 150

■
発
行
／
豊
山
町
議
会
　
 ■
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会

〒
480-0292 愛

知
県
西
春
日
井
郡
豊
山
町
大
字
豊
場
字
新
栄
260

TEL.0568-28-6004　
  FA
X.0568-29-3152

翔びたて豊山っ
子！

9月定例会

NO.150
議会だより

12月 ２日（月）開会・議案説明
12月 ９日（月）一般質問
12月10日（火）議案質疑

12月11日（水）福祉建設委員会
12月12日（木）総務文教委員会
12月13日（金）討論・採決・閉会

発行：愛知県豊山町議会
　令和元年11月１日

とよやま議会だよりNO.1５０　令和元年11月１日 16

P4
P6～１4
P１5
P１6

質疑あれこれ
8人が一般質問
追跡 どうなったあの質問
翔びたて豊山っ子！ 町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

　
９
月
１３
日
、社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。尾
張
豊
山
太

鼓
の
響
き
が
、お
祝
い
に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、と
よ
や
ま
D
E

な
い
と
の
楽
し
い
雰
囲
気
が
み
ん
な
に

伝
わ
る
よ
う
に
か
き
ま
し
た
。金
魚
を

上
か
ら
見
た
形
が
難
し
く
、何
度
も
か

き
直
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
聞
い
た
時

は
、び
っ
く
り
し
ま
し
た
。私
の
か
い
た

絵
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
は
っ
て
あ
っ
て

少
し
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
年
も
台
風
で
お
祭
り
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、来
年
の
と

よ
や
ま
D
E
な
い
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

磯
貝 

紗
蘭

い
そ
が
い

　 

さ

　ら

み
ん
な
の
大
好
き
な
お
祭

年賀状等のあいさつ状の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

P2～3間に合ったエアコン設置
（平成30年度決算）

ドンドン　ドドドン （関連記事P16）


